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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその駆動回路

(57)【要約】
【課題】  ドライバ出力ラインとデータラインとの間の
配線の交差部の数を減少させることにより、液晶表示パ
ネル作成工程の歩留まりが向上し、配線クロストークに
よるゴーストを緩和することを課題とする。
【解決手段】  本発明の液晶表示装置の駆動回路は、デ
ータラインドライバの出力に接続される複数のドライバ
出力ライン（ＯＵＴ１～ＯＵＴｎ）と、ｍ個のブロック
を順次選択するためのｍ本のブロック選択信号線（ＢＬ
１～ＢＬ４）と、表示エリアにデータを供給するための
複数のデータライン（Ｄ１～Ｄ４ｎ）と、ｊをｍより小
さい正の整数としたとき、ｍ本のブロック選択信号に応
じて、ｉ番目のドライバ出力ラインをｉ、ｉ＋２ｊ、・
・・、ｉ＋２ｊ×（ｍ－１）番目のデータラインに順次
接続するスイッチ（Ｓ１～Ｓ４ｎ）とを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  データラインドライバの出力に接続され
る複数のドライバ出力ラインと、
ｍ個のブロックを順次選択するためのｍ本のブロック選
択信号線と、
表示エリアにデータを供給するための複数のデータライ
ンと、
ｊをｍより小さい正の整数としたとき、前記ｍ本のブロ
ック選択信号に応じて、ｉ番目の前記ドライバ出力ライ
ンをｉ、ｉ＋２ｊ、・・・、ｉ＋２ｊ×（ｍ－１）番目
の前記データラインに順次接続するスイッチとを有する
液晶表示装置の駆動回路。
【請求項２】  奇数番目の前記データラインと偶数番目
の前記データラインには相互に基準電圧に対して正負反
対電圧が供給され、各データラインの正負極性が交互に
反転される請求項１記載の液晶表示装置の駆動回路。
【請求項３】  前記ｊが１であり、前記スイッチは、１
本のブロック選択信号線が選択されると、それに対応す
る隣接する２本の前記データラインから出力を行う請求
項２記載の液晶表示装置の駆動回路。
【請求項４】  前記複数のドライバ出力ラインには、
赤、緑及び青の３色のデータが順に並んで並列に入力さ
れ、前記複数のデータラインでは、赤、緑及び青の３色
のデータが順に並んで並列に出力される請求項２記載の
液晶表示装置の駆動回路。
【請求項５】  前記複数のドライバ出力ラインは、複数
のデータラインドライバの出力に接続される請求項２記
載の液晶表示装置の駆動回路。
【請求項６】  前記複数のドライバ出力ラインは、複数
のデータラインドライバの出力に接続される請求項４記
載の液晶表示装置の駆動回路。
【請求項７】  前記スイッチは、１本のブロック選択信
号線が選択されると、それに対応する隣接する２本の前
記ドライバ出力ラインをそれぞれ隣接する２本の前記デ
ータラインに接続する請求項３記載の液晶表示装置の駆
動回路。
【請求項８】  前記複数のドライバ出力ラインには、
赤、緑及び青の３色のデータが順に並んで並列に入力さ
れ、前記複数のデータラインでは、赤、緑及び青の３色
のデータが順に並んで並列に出力される請求項３記載の
液晶表示装置の駆動回路。
【請求項９】  前記複数のドライバ出力ラインは、複数
のデータラインドライバの出力に接続される請求項８記
載の液晶表示装置の駆動回路。
【請求項１０】  前記スイッチは、１本のブロック選択
信号線が選択されると、それに対応する隣接する２本の
前記ドライバ出力ラインをそれぞれ隣接する２本の前記
データラインに接続する請求項９記載の液晶表示装置の
駆動回路。
【請求項１１】  請求項１～１０のいずれかに記載の駆
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動回路と表示部とを有する液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置及び
その駆動回路に関し、特にデータラインドライバから出
力されるデータを表示エリアに供給する駆動回路に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】ＴＦＴ（Thin Film Transistor）液晶パ
ネルに代表されるアクティブマトリクス方式液晶表示装
置は、一般家庭用ＴＶ、ＯＡ機器の表示装置として普及
が期待されている。これは、アクティブマトリクス方式
液晶表示装置がＣＲＴに比べ、薄型、軽量を容易に実現
でき、ＣＲＴに劣らない表示品質を得ることが出来るた
めである。この薄型、軽量という点を生かしてノート型
パソコン等の携帯型情報機器だけでなく、さまざまなマ
ルチメディア情報機器への対応が求められており、狭額
縁を実現したポリシリコン液晶表示器（ＬＣＤ）におい
て、表示品質を向上させることが要求されている。
【０００３】図１は、液晶表示装置の構成を示す概略図
である。パソコン等の信号源１０１は、制御回路１１０
内のコネクタ１１１に接続される。制御回路１１０は、
コネクタ１１１の他、コントローラ１１２、コネクタ１
１３，１１４、ＲＯＭ１１５、電源回路１１６、スイッ
チ１１７を有する。制御回路１１０内のコネクタ１１３
は、データ線（映像信号線）Ａ１２１，Ａ１２２を介し
て、基板１３０内のコネクタ１３１に接続される。制御
回路１１０内のコネクタ１１４は、制御信号線（電源線
を含む）Ａ１２３を介して基板１３０に接続される。基
板１３０は、コネクタ１３１の他に、基準電源１３２を
有する。データ線Ａ１２１，Ａ１２２は、コネクタ１３
１を介して、ＴＡＢ（tape automated bonding）で構成
されるデータラインドライバＴＡＢ１，ＴＡＢ２，ＴＡ
Ｂ３，ＴＡＢ４に供給される。データラインドライバＴ
ＡＢ１，ＴＡＢ２，ＴＡＢ３，ＴＡＢ４は、液晶表示パ
ネル１５０にデータを供給する。
【０００４】液晶表示パネル１５０は、スキャンライン
ドライバ１５３、ＴＦＴ１５１及び液晶容量１５２を有
する。ＴＦＴ１５１は、画素を制御するためのものであ
り、二次元状に複数設けられる。データラインドライバ
ＴＡＢ１，ＴＡＢ２，ＴＡＢ３，ＴＡＢ４の出力は、デ
ータラインを介して、ＴＦＴのドレインに接続される。
スキャンラインドライバ１５３の出力は、スキャンライ
ンを介して、ＴＦＴ１５１のゲートに接続される。液晶
容量１５２は、一端がＴＦＴ１５１のソースに接続さ
れ、他端が基準共通端子に接続される。ＴＦＴ１５１
は、ゲートがハイレベルになると、データラインドライ
バＴＡＢ１，ＴＡＢ２，ＴＡＢ３，ＴＡＢ４から供給さ
れるデータを液晶容量１５２に供給する。これにより、
液晶容量１５２の透過率が変化し、表示が制御される。
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【０００５】
【発明が解決しようとする課題】図２は、従来技術によ
るブロック順次駆動方式の駆動回路について示す。デー
タラインドライバ２００は、図１のデータラインドライ
バＴＡＢ１，ＴＡＢ２，ＴＡＢ３又はＴＡＢ４に相当す
る。図２において、データラインドライバ２００以外の
部分は、駆動回路であり、図１の液晶表示パネル１５０
上に設けられる。
【０００６】データラインドライバ２００は、ｎ本のド
ライバ出力ラインＯＵＴ１～ＯＵＴｎに接続される。ｎ
本のドライバ出力ラインＯＵＴ１～ＯＵＴｎは、それぞ
れｎ本のデータバスＶ１～Ｖｎに接続される。
【０００７】スイッチＳ１～Ｓｎは、制御端子にブロッ
ク選択信号線ＢＬ１が接続され、入力端子にそれぞれデ
ータバスＶ１～Ｖｎが接続され、出力端子にそれぞれデ
ータラインＤ１～Ｄｎが接続される。
【０００８】スイッチＳｎ＋１～Ｓ２ｎは、制御端子に
ブロック選択信号線ＢＬ２が接続され、入力端子にそれ
ぞれデータバスＶ１～Ｖｎが接続され、出力端子にそれ
ぞれデータラインＤｎ＋１～Ｄ２ｎが接続される。
【０００９】同様に、スイッチＳ２ｎ＋１～Ｓ３ｎは、
制御端子にブロック選択信号線ＢＬ３が接続され、スイ
ッチＳ３ｎ＋１～Ｓ４ｎは、制御端子にブロック選択信
号線ＢＬ４が接続される。
【００１０】まず、ブロック選択信号線ＢＬ１がハイレ
ベルになり、ブロック選択信号線ＢＬ２～ＢＬ４がロー
レベルになる。すると、スイッチＳ１～Ｓｎは、オン
し、入力端子と出力端子を接続する。すなわち、ドライ
バ出力ラインＯＵＴ１～ＯＵＴｎは、それぞれデータラ
インＤ１～Ｄｎに接続される。データラインドライバ２
００から出力されるデータは、データラインＤ１～Ｄｎ
を介して表示エリア（図１のＴＦＴ１５１及び液晶容量
１５２を含む）に供給される。
【００１１】次に、ブロック選択信号線ＢＬ２がハイレ
ベルになり、ブロック選択信号線ＢＬ１，ＢＬ３，ＢＬ
４がローレベルになる。すると、スイッチＳｎ＋１～Ｓ
２ｎは、オンし、入力端子と出力端子を接続する。すな
わち、ドライバ出力ラインＯＵＴ１～ＯＵＴｎは、それ
ぞれデータラインＤｎ＋１～Ｄ２ｎに接続される。デー
タラインドライバ２００から出力されるデータは、デー
タラインＤｎ＋１～Ｄ２ｎを介して表示エリアに供給さ
れる。
【００１２】以下、同様にして、ブロック選択信号線Ｂ
Ｌ１～ＢＬ４が順次ハイレベルになる動作を繰り返し行
う。また、回路構成により、ブロック選択信号線ＢＬ１
～ＢＬ４に接続されたスイッチはハイレベルでオンとな
る場合に限らず、論理的に逆転したスイッチを用いても
よい。
【００１３】データラインドライバ２００を用いたブロ
ック順次駆動方式のポリシリコンＬＣＤの駆動では、デ
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ータラインドライバ２００からのデータ電圧を一度デー
タバスＶ１～Ｖｎに供給し、各画素へのデータラインＤ
１～Ｄｎ等ヘ伝達することになるため、基板上の配線領
域に多数の交差点が必要となり、配線間の短絡等による
歩留まりの低下を招き、配線クロストークによるゴース
トが目立ち、表示品質を損なうものとなっていた。
【００１４】本発明の目的は、基板上の配線交差部を削
減することにより、配線間の短絡等による歩留まりの低
下を防止し、配線クロストークによるゴーストを防止
し、高い表示品質を実現することができる液晶表示装置
及びその駆動回路を提供することである。
【００１５】
【課題を解決するための手段】本発明の一観点によれ
ば、データラインドライバの出力に接続される複数のド
ライバ出力ラインと、ｍ個のブロックを順次選択するた
めのｍ本のブロック選択信号線と、表示エリアにデータ
を供給するための複数のデータラインと、ｊをｍより小
さい正の整数としたとき、ｍ本のブロック選択信号に応
じて、ｉ番目のドライバ出力ラインをｉ、ｉ＋２ｊ、・
・・、ｉ＋２ｊ×（ｍ－１）番目のデータラインに順次
接続するスイッチとを有する液晶表示装置の駆動回路が
提供される。
【００１６】図２のデータバスＶ１～Ｖｎを削除するこ
とができるので、ドライバ出力ラインとデータラインと
の間の配線の交差部の数が減少する。これにより、液晶
表示パネル作成工程の歩留まりが向上し、配線クロスト
ークによるゴーストが緩和され、より高品質の表示を得
ることが出来る。
【００１７】
【発明の実施の形態】（第１の実施形態）図１に、本発
明の第１の実施形態による液晶表示装置の構成を示す。
この液晶表示装置の説明は上記と同様である。
【００１８】パソコン等の信号源１０１は、制御回路１
１０内のコネクタ１１１に接続される。制御回路１１０
は、コネクタ１１１の他、コントローラ１１２、コネク
タ１１３，１１４、ＲＯＭ１１５、電源回路１１６、ス
イッチ１１７を有する。制御回路１１０内のコネクタ１
１３は、データ線（映像信号線）Ａ１２１，Ａ１２２を
介して、基板１３０内のコネクタ１３１に接続される。
制御回路１１０内のコネクタ１１４は、制御信号線（電
源線を含む）Ａ１２３を介して基板１３０に接続され
る。基板１３０は、コネクタ１３１の他に、基準電源１
３２を有する。データ線Ａ１２１，Ａ１２２は、コネク
タ１３１を介して、ＴＡＢ（tape automated bonding）
で構成されるデータラインドライバＴＡＢ１，ＴＡＢ
２，ＴＡＢ３，ＴＡＢ４に供給される。データラインド
ライバＴＡＢ１，ＴＡＢ２，ＴＡＢ３，ＴＡＢ４は、液
晶表示パネル１５０にデータを供給する。
【００１９】液晶表示パネル１５０は、スキャンライン
ドライバ１５３、ＴＦＴ１５１及び液晶容量１５２を有
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する。ＴＦＴ１５１は、画素を制御するためのものであ
り、二次元状に複数設けられる。データラインドライバ
ＴＡＢ１，ＴＡＢ２，ＴＡＢ３，ＴＡＢ４の出力は、デ
ータラインを介して、ＴＦＴのドレインに接続される。
スキャンラインドライバ１５３の出力は、スキャンライ
ンを介して、ＴＦＴ１５１のゲートに接続される。液晶
容量１５２は、一端がＴＦＴ１５１のソースに接続さ
れ、他端が基準共通端子に接続される。ＴＦＴ１５１
は、ゲートがハイレベルになると、データラインドライ
バＴＡＢ１，ＴＡＢ２，ＴＡＢ３，ＴＡＢ４から供給さ
れるデータを液晶容量１５２に供給する。これにより、
液晶容量１５２の透過率が変化し、表示が制御される。
【００２０】この液晶表示装置は、フラットパネルディ
スプレイの中でも表示品質の高いアクティブマトリクス
方式液晶表示装置である。これは、マトリクス状に電極
が走り、その交点にスイッチング素子（ＴＦＴ等）が接
続された基板と電極が一様にはりめぐらされている基板
の間に液晶が封入された構造を持っている。ここでは前
者の基板をＴＦＴ基板、後者の基板を共通基板と呼ぶこ
とにする。ＴＦＴ基板にはデータライン（信号電極）、
スキャンライン（走査電極）がマトリクス状に交差して
おり、その交点すべてにＴＦＴがスイッチング素子とし
て接続されている。スキャンラインで選択された行のＴ
ＦＴがＯＮすることにより、データラインに印加された
映像信号電圧が各画素電極に書きこまれて、次にその行
が選択されるまで電荷を保持することで情報が保たれ
る。保持された情報に対応して液晶の傾きが決まるの
で、光の透過量を制御することができ、階調表示などが
可能となる。さらにカラー表示を行うには、赤（Ｒ）、
緑（Ｇ）、青（Ｂ）のカラーフィルターを用いることで
光の混合を行い、実現している。
【００２１】ＬＣＤパネルを駆動する回路は各スキャン
ラインを駆動するスキャンラインドライバ及び、各デー
タラインを駆動するデータラインドライバと共通基板に
供給されるコモン電圧回路から構成される。スキャンラ
インドライバがスキャンラインを選択すると、そのスキ
ャンラインに接続されている各画素に、データラインド
ライバからの映像信号電圧がそれぞれ印加される。ポリ
シリコンＬＣＤは、このデータラインドライバ、スキャ
ンラインドライバの一部或いは全部の回路をＴＦＴ基板
上に作成した構成となっており、ドライバＩＣを具備し
なくても、パネル駆動が可能で、狭額縁を実現したパネ
ルである。
【００２２】ＬＣＤパネルでは、一般に同じ画素に同じ
極性の電圧を印加し続けるとＬＣＤの寿命に悪影響をき
たし、液晶の劣化を招くため、これを防ぐために１フレ
ーム毎、或いは１水平期間毎に、基準電圧に対して正極
性、負極性の駆動電圧を印加している。これを交流駆動
方式という。
【００２３】液晶表示パネルがポリシリコンパネルの場
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合には、ＴＦＴ基板上の周辺部分に制御回路が組み込ま
れている。また、ブロック順次駆動方式を用いれば、画
素配列のデータライン分の出力数を有するドライバＩＣ
を必要としなくても、映像信号のデータ供給を可能とす
る。
【００２４】前述に示したような交流駆動方式を行う
と、画面のちらつき（フリッカ）が発生するため、これ
を抑えるためにデータライン毎の極性反転を行う必要が
ある。例えば、隣接するデータライン間に正負反対の電
圧を印加し、隣接画素間に反対の極性の電圧を印加する
といった方式が挙げられる。これは、縦ライン反転駆動
と呼ばれている。データラインドライバは、縦ライン反
転駆動方式を可能とした隣接出力端子から正負反対電圧
を出力する方式が用いられ、奇数、偶数のそれぞれの出
力端子ごとに正極性電圧、負極性電圧を出力して、デー
タラインヘの供給を行っている。
【００２５】図３は、本実施形態によるブロック順次駆
動方式の駆動回路を示す。データラインドライバ３００
は、図１のデータラインドライバＴＡＢ１，ＴＡＢ２，
ＴＡＢ３又はＴＡＢ４に相当する。図３において、デー
タラインドライバ３００以外の部分は、駆動回路であ
り、図１の液晶表示パネル１５０上に設けられる。
【００２６】データラインドライバ３００は、ｎ本のド
ライバ出力ラインＯＵＴ１～ＯＵＴｎに接続される。第
１のドライバ出力ラインＯＵＴ１は、スイッチＳ１，Ｓ
３，Ｓ５，Ｓ７の入力端子に接続される。第２のドライ
バ出力ラインＯＵＴ２は、スイッチＳ２，Ｓ４，Ｓ６，
Ｓ８の入力端子に接続される。スイッチＳ１～Ｓ８の出
力端子は、それぞれデータラインＤ１～Ｄ８に接続され
る。
【００２７】スイッチＳ１及びＳ２の制御端子は、ブロ
ック制御信号線ＢＬ１に接続される。スイッチＳ３及び
Ｓ４の制御端子は、ブロック制御信号線ＢＬ２に接続さ
れる。スイッチＳ５及びＳ６の制御端子は、ブロック制
御信号線ＢＬ３に接続される。スイッチＳ７及びＳ８の
制御端子は、ブロック制御信号線ＢＬ４に接続される。
【００２８】同様に、第ｎ－１のドライバ出力ラインＯ
ＵＴｎ－１は、スイッチＳ４ｎ－７，Ｓ４ｎ－５，Ｓ４
ｎ－３，Ｓ４ｎ－１の入力端子に接続される。第ｎのド
ライバ出力ラインＯＵＴｎは、スイッチＳ４ｎ－６，Ｓ
４ｎ－４，Ｓ４ｎ－２，Ｓ４ｎの入力端子に接続され
る。スイッチＳ４ｎ－７～Ｓ４ｎの出力端子は、それぞ
れデータラインＤ４ｎ－７～Ｄ４ｎに接続される。
【００２９】スイッチＳ４ｎ－７及びＳ４ｎ－６の制御
端子は、ブロック制御信号線ＢＬ１に接続される。スイ
ッチＳ４ｎ－５及びＳ４ｎ－４の制御端子は、ブロック
制御信号線ＢＬ２に接続される。スイッチＳ４ｎ－３及
びＳ４ｎ－２の制御端子は、ブロック制御信号線ＢＬ３
に接続される。スイッチＳ４ｎ－１及びＳ４ｎの制御端
子は、ブロック制御信号線ＢＬ４に接続される。他のド
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7
ライバ出力ラインＯＵＴ３～ＯＵＴｎ－２も、同様に接
続される。
【００３０】まず、ブロック選択信号線ＢＬ１がハイレ
ベルになり、ブロック選択信号線ＢＬ２～ＢＬ４がロー
レベルになる。すると、スイッチＳ１，Ｓ２，Ｓ４ｎ－
７，Ｓ４ｎ－６等は、オンし、入力端子と出力端子を接
続する。すなわち、ドライバ出力ラインＯＵＴ１，ＯＵ
Ｔ２，ＯＵＴｎ－１，ＯＵＴｎ等は、それぞれデータラ
インＤ１，Ｄ２，Ｄ４ｎ－７，Ｄ４ｎ－６等に接続され
る。データラインドライバ３００から出力されるデータ
は、データラインＤ１，Ｄ２，Ｄ４ｎ－７，Ｄ４ｎ－６
等を介して表示エリア（図１のＴＦＴ１５１及び液晶容
量１５２を含む）に供給される。
【００３１】次に、ブロック選択信号線ＢＬ２がハイレ
ベルになり、ブロック選択信号線ＢＬ１，ＢＬ３，ＢＬ
４がローレベルになる。すると、スイッチＳ３，Ｓ４，
Ｓ４ｎ－５，Ｓ４ｎ－４等は、オンし、入力端子と出力
端子を接続する。すなわち、ドライバ出力ラインＯＵＴ
１，ＯＵＴ２，ＯＵＴｎ－１，ＯＵＴｎ等は、それぞれ
データラインＤ３，Ｄ４，Ｄ４ｎ－５，Ｄ４ｎ－４等に
接続される。データラインドライバ３００から出力され
るデータは、データラインＤ３，Ｄ４，Ｄ４ｎ－５，Ｄ
４ｎ－４等を介して表示エリアに供給される。
【００３２】次に、ブロック選択信号線ＢＬ３がハイレ
ベルになり、ブロック選択信号線ＢＬ１，ＢＬ２，ＢＬ
４がローレベルになる。すると、スイッチＳ５，Ｓ６，
Ｓ４ｎ－３，Ｓ４ｎ－２等は、オンし、入力端子と出力
端子を接続する。すなわち、ドライバ出力ラインＯＵＴ
１，ＯＵＴ２，ＯＵＴｎ－１，ＯＵＴｎ等は、それぞれ
データラインＤ５，Ｄ６，Ｄ４ｎ－３，Ｄ４ｎ－２等に
接続される。データラインドライバ３００から出力され
るデータは、データラインＤ５，Ｄ６，Ｄ４ｎ－３，Ｄ
４ｎ－２等を介して表示エリアに供給される。
【００３３】次に、ブロック選択信号線ＢＬ４がハイレ
ベルになり、ブロック選択信号線ＢＬ１～ＢＬ３がロー
レベルになる。すると、スイッチＳ７，Ｓ８，Ｓ４ｎ－
１，Ｓ４ｎ等は、オンし、入力端子と出力端子を接続す
る。すなわち、ドライバ出力ラインＯＵＴ１，ＯＵＴ
２，ＯＵＴｎ－１，ＯＵＴｎ等は、それぞれデータライ
ンＤ７，Ｄ８，Ｄ４ｎ－１，Ｄ４ｎ等に接続される。デ
ータラインドライバ３００から出力されるデータは、デ
ータラインＤ７，Ｄ８，Ｄ４ｎ－１，Ｄ４ｎ等を介して
表示エリアに供給される。
【００３４】以下、同様にして、ブロック選択信号線Ｂ
Ｌ１～ＢＬ４が順次ハイレベルになる動作を繰り返し行
う。また、回路構成により、ブロック選択信号線ＢＬ１
～ＢＬ４に接続されたスイッチはハイレベルでオンとな
る場合に限らず、論理的に逆転したスイッチを用いても
よい。
【００３５】本実施形態では、汎用データラインドライ
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バ３００を用いたブロック順次駆動方式のポリシリコン
ＬＣＤにおいて、隣接するデータラインに基準電圧に対
して正負反対の電圧を供給し、縦ライン反転駆動方式を
可能としている。また、ブロック順次駆動方式のブロッ
ク構成を表示領域全てのパネル画素ラインに分散した構
成とし、図２のデータバスＶ１～Ｖｎを削除し、データ
ラインドライバ３００の出力端子からの配線の交差部を
削減し、配線間の短絡等による歩留まり低下を防ぐもの
である。また、隣接データラインの極性反転駆動を実現
することにより、フリッカを低減して、表示品質の向上
を実現したポリシリコンＬＣＤの駆動回路を提供するこ
とができる。
【００３６】この液晶表示装置の駆動回路は、データラ
インドライバ３００からの出力をｍブロック順次駆動方
式で駆動し、隣接する画素のデータラインに印加される
データ電圧が正負反対の電圧となるように構成された駆
動回路である。データラインドライバ３００の出力端子
は奇数、偶数ラインで正負反対の極性電圧が出力される
ような構成になっており、ｍブロック順次駆動方式に用
いて、一本のドライバ出力ラインで複数のデータライン
を駆動する。データラインドライバ３００の出力から
は、奇数ピンが正極性、偶数ピンが負極性、或いはその
逆になるように極性が異なるデータが交互に出力され、
ｊをｍより小さい正の整数としたとき、データラインド
ライバのｉ番目の出力はｉ，ｉ＋２ｊ、・・・、ｉ＋２
ｊ×（ｍ－１）番目のｍブロックのデータラインを順次
駆動することにより、データラインドライバ３００の出
力からデータラインヘの配線の交差部を削減し、液晶表
示パネルの隣接する画素ラインのデータ極性が正負反対
電圧になるように供給し、極性反転させ、縦ライン反転
駆動を実現する。すなわち画素ラインにおいては、隣り
合う画素に印加される電圧が正負反対の電圧となるもの
である。以上のような構成により、フリッカを低減した
良好な表示品質の液晶表示装置を提供することができ
る。
【００３７】図３では、特にｍ（＝４）ブロック順次駆
動方式を用いたｊ＝１の例を示す。データラインドライ
バ３００の出力は、液晶表示パネルの複数のデータライ
ンに供給され、その配列はブロック分割の数分（ｍ＝
４）のデータラインを一本のドライバ出力ラインで駆動
する構成となっている。データラインドライバ３００の
隣接出力は正負反対電圧である。
【００３８】このときデータラインは正負の反対電圧が
供給されるように奇数出力信号と偶数出力信号が画素ラ
インに交互に接続された配列構成をとる。図２のような
従来のブロック順次駆動方式では、各データラインに供
給するための配線の交差部分が多数存在しているが、図
３に示したように、パネル表示領域の全体にブロック構
成を分散すれば、配線の交差部は削減できる。さらに、
隣り合うデータラインにつながる２組みのアナログスイ
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9
ッチに供給するブロック選択信号線ＢＬ１～ＢＬ４が共
通化できるため、配線が簡略化できる。
【００３９】このように配列され、供給されたデータ電
圧はブロック選択信号ＢＬ１～ＢＬ４により、それぞれ
のタイミングにおいてデータラインに供給、保持され、
スキャンラインドライバの制御信号により、各画素に印
加される。パネル基板上の配線も図３ような配列構成を
取ることにより、隣接画素は常に反対極性の電圧値が印
加される縦ライン反転駆動方式が実現でき、フリッカを
低減した、良好な表示品質が得られるものである。ま
た、配線の交差部の削減により、パネル作成工程の歩留
まりが向上し、また、配線クロストークによるゴースト
も緩和され、より良好な表示を得ることが出来る。
【００４０】（第２の実施形態）図４は本発明の第２の
実施形態による駆動回路を示し、図５は図４の駆動回路
の入出力表を示す。
【００４１】第１のドライバ出力ラインＯＵＴ１（Ｒ
Ａ）は、赤色（Ｒ）データのためのラインである。第２
のドライバ出力ラインＯＵＴ２（ＧＡ）は、緑色（Ｇ）
データのためのラインである。第３のドライバ出力ライ
ンＯＵＴ３（ＢＡ）は、青色（Ｂ）データのためのライ
ンである。
【００４２】第４のドライバ出力ラインＯＵＴ４（Ｒ
Ｂ）は、赤色データのためのラインである。第５のドラ
イバ出力ラインＯＵＴ５（ＧＢ）は、緑色データのため
のラインである。第６のドライバ出力ラインＯＵＴ６
（ＢＢ）は、青色データのためのラインである。他のド
ライバ出力ラインＯＵＴ７～ＯＵＴｎも、同様に、Ｒ，
Ｇ，Ｂの３色のデータを順次並んで並列に入力するため
のラインである。
【００４３】ドライバ出力ラインＯＵＴ１～ＯＵＴｎ、
ブロック選択信号線ＢＬ１～ＢＬ４、及びスイッチＳ１
～Ｓ４ｎは、図３と同様に、接続される。
【００４４】まず、ブロック選択信号線ＢＬ１がハイレ
ベルになると、ドライバ出力ラインＯＵＴ１～ＯＵＴ６
等は、それぞれスイッチＳ１，Ｓ２，Ｓ９，Ｓ１０，Ｓ
１７，Ｓ１８等を介して、データＲ０００１，Ｇ０００
１，Ｂ０００３，Ｒ０００４，Ｇ０００６，Ｂ０００６
等を表示エリアに供給する。
【００４５】次に、ブロック選択信号線ＢＬ２がハイレ
ベルになると、ドライバ出力ラインＯＵＴ１～ＯＵＴ６
等は、それぞれスイッチＳ３，Ｓ４，Ｓ１１，Ｓ１２，
Ｓ１９，Ｓ２０等を介して、データＢ０００１，Ｒ００
０２，Ｇ０００４，Ｂ０００４，Ｒ０００７，Ｇ０００
７等を表示エリアに供給する。
【００４６】次に、ブロック選択信号線ＢＬ３がハイレ
ベルになると、ドライバ出力ラインＯＵＴ１～ＯＵＴ６
等は、それぞれスイッチＳ５，Ｓ６，Ｓ１３，Ｓ１４，
Ｓ２１，Ｓ２２等を介して、データＧ０００２，Ｂ００
０２，Ｒ０００５，Ｇ０００５，Ｂ０００７，Ｒ０００
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８等を表示エリアに供給する。
【００４７】次に、ブロック選択信号線ＢＬ４がハイレ
ベルになると、ドライバ出力ラインＯＵＴ１～ＯＵＴ６
等は、それぞれスイッチＳ７，Ｓ８，Ｓ１５，Ｓ１６，
Ｓ２３，Ｓ２４等を介して、データＲ０００３，Ｇ００
０３，Ｂ０００５，Ｒ０００６，Ｇ０００８，Ｂ０００
８等を表示エリアに供給する。
【００４８】本実施形態は、Ｒ，Ｇ，Ｂの色データを含
んだ場合を示す。データラインドライバの出力について
は、１出力目から順にＲ０００１，Ｇ０００１，Ｂ００
０１，Ｒ０００２，Ｇ０００２，Ｂ０００２、・・・と
ＲＧＢの３色のデータが順に並んで並列に出力され、さ
らにこれに正負の反対極性電圧が奇数出力、偶数出力に
振り分けられて出力されている。またデータの入力は、
Ｒ，Ｇ，Ｂの３系統の入力となっている。分割ブロック
数ｍが３系統の倍にならない場合は、本実施形態のよう
に、データの入れ替えを行う必要がある。データの入力
方法を図５に示したようなタイミング構成で入力すれ
ば、隣接データラインを正負反対極性とし、Ｒ，Ｇ，Ｂ
の各色データを供給することが可能となり、フリッカを
低減した良好なカラー表示を得ることが出来る。
【００４９】（第３の実施形態）図６は、本発明の第３
の実施形態による駆動回路を示す。第１の実施形態（図
３）では、図１のデータラインドライバＴＡＢ１のみに
接続される駆動回路を示した。第３の実施形態では、図
１の４つのデータラインドライバＴＡＢ１～ＴＡＢ４に
接続される駆動回路を示す。データラインドライバＴＡ
Ｂ２～ＴＡＢ４に接続される駆動回路も、データライン
ドライバＴＡＢ１に接続される駆動回路と同様である。
【００５０】本実施形態は、第１の実施形態に挙げた表
示エリアの全体に分散したブロック構成のブロック順次
方式において、複数のデータラインドライバを用いるこ
とで、超高精細のモノクロ画像の液晶表示パネルの駆動
を実現することができる。前述のブロック順次駆動方式
を採用することで、各データラインドライバの出力部か
らの配線の交差部を削減し、歩留まりの向上、また、配
線クロストークによるゴーストも緩和され、より良好な
表示を得ることが出来るものである。また、画素ライン
数が増加する超高精細パネルの駆動においても、同様に
隣接する画素ラインヘの正負反対極性の電圧供給を実現
し、フリッカを低減した良好な表示が得られるといった
例である。
【００５１】また、第２の実施形態（図４）のＲ，Ｇ，
Ｂ各色データの入力データ構成を用いて、超高精細のカ
ラー画像の液晶表示パネルを実現することができる。複
数のデータラインドライバを用いて画素ライン数の増加
した超高精細パネルを駆動する回路構成であるが、この
場合も、各データラインドライバの入力データを図７
（Ａ）～（Ｄ）のように構成して入力することにより、
フリッカを低減し、カラーの表示品質の向上を実現して
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11
いる。
【００５２】図７（Ａ）～（Ｄ）に、図６の駆動回路の
入出力表を示す。図７（Ａ）は、データラインドライバ
ＴＡＢ１に接続される駆動回路の入出力を示すものであ
り、図５の入出力表と同じである。
【００５３】図７（Ｂ）は、データラインドライバＴＡ
Ｂ２に接続される駆動回路の入出力を示す。まず、ブロ
ック選択信号線ＢＬ１がハイレベルになると、ドライバ
出力ラインＯＵＴ１，ＯＵＴ２等は、それぞれスイッチ
Ｓ１，Ｓ２等を介して、データＲ０５１３，Ｇ０５１３
等を表示エリアに供給する。次に、ブロック選択信号線
ＢＬ２がハイレベルになると、ドライバ出力ラインＯＵ
Ｔ１，ＯＵＴ２等は、それぞれスイッチＳ３，Ｓ４等を
介して、データＢ０５１３，Ｒ０５１４等を表示エリア
に供給する。次に、ブロック選択信号線ＢＬ３がハイレ
ベルになると、ドライバ出力ラインＯＵＴ１，ＯＵＴ２
等は、それぞれスイッチＳ５，Ｓ６等を介して、データ
Ｇ０５１４，Ｂ０５１４等を表示エリアに供給する。次
に、ブロック選択信号線ＢＬ４がハイレベルになると、
ドライバ出力ラインＯＵＴ１，ＯＵＴ２等は、それぞれ
スイッチＳ７，Ｓ８等を介して、データＲ０５１５，Ｇ
０５１５等を表示エリアに供給する。
【００５４】図７（Ｃ）は、データラインドライバＴＡ
Ｂ３に接続される駆動回路の入出力を示す。まず、ブロ
ック選択信号線ＢＬ１がハイレベルになると、ドライバ
出力ラインＯＵＴ１，ＯＵＴ２等は、それぞれスイッチ
Ｓ１，Ｓ２等を介して、データＲ１０２５，Ｇ１０２５
等を表示エリアに供給する。次に、ブロック選択信号線
ＢＬ２がハイレベルになると、ドライバ出力ラインＯＵ
Ｔ１，ＯＵＴ２等は、それぞれスイッチＳ３，Ｓ４等を
介して、データＢ１０２５，Ｒ１０２６等を表示エリア
に供給する。次に、ブロック選択信号線ＢＬ３がハイレ
ベルになると、ドライバ出力ラインＯＵＴ１，ＯＵＴ２
等は、それぞれスイッチＳ５，Ｓ６等を介して、データ
Ｇ１０２６，Ｂ１０２６等を表示エリアに供給する。次
に、ブロック選択信号線ＢＬ４がハイレベルになると、
ドライバ出力ラインＯＵＴ１，ＯＵＴ２等は、それぞれ
スイッチＳ７，Ｓ８等を介して、データＲ１０２７，Ｇ
１０２７等を表示エリアに供給する。
【００５５】図７（Ｄ）は、データラインドライバＴＡ
Ｂ４に接続される駆動回路の入出力を示す。まず、ブロ
ック選択信号線ＢＬ１がハイレベルになると、ドライバ
出力ラインＯＵＴ１，ＯＵＴ２等は、それぞれスイッチ
Ｓ１，Ｓ２等を介して、データＲ１５３７，Ｇ１５３７
等を表示エリアに供給する。次に、ブロック選択信号線
ＢＬ２がハイレベルになると、ドライバ出力ラインＯＵ
Ｔ１，ＯＵＴ２等は、それぞれスイッチＳ３，Ｓ４等を
介して、データＢ１５３７，Ｒ１５３８等を表示エリア
に供給する。次に、ブロック選択信号線ＢＬ３がハイレ
ベルになると、ドライバ出力ラインＯＵＴ１，ＯＵＴ２
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等は、それぞれスイッチＳ５，Ｓ６等を介して、データ
Ｇ１５３８，Ｂ１５３８等を表示エリアに供給する。次
に、ブロック選択信号線ＢＬ４がハイレベルになると、
ドライバ出力ラインＯＵＴ１，ＯＵＴ２等は、それぞれ
スイッチＳ７，Ｓ８等を介して、データＲ１５３９，Ｇ
１５３９等を表示エリアに供給する。
【００５６】以上のように、データラインドライバの一
つの出力から複数のデータラインに正負反対極性の電圧
を供給するブロック順次駆動方式の駆動回路において、
ブロックの構成を従来のような表示画素部を端から分割
したブロック構成ではなく、表示領域全体に分散したブ
ロック構成のブロック順次駆動方式を採用すると、デー
タラインドライバ出力からデータラインヘの配線におい
て、交差部が削減される。これにより、パネル製造工程
の歩留まりを向上させ、配線クロストークによるゴース
トも緩和される。各ブロックが分散して配置されている
ので、ブロック間のムラについても緩和され、より良好
な表示品質を実現することができる。また、隣接するデ
ータラインには正負反対の電圧が印加されるので、フリ
ッカを低減した良好な表示の液晶表示装置が得られる。
さらに、データラインドライバを複数用いれば、超高精
細パネルにおいても良好な表示品質で表示することが可
能となる。
【００５７】図８は、本発明の第１～第３の実施形態の
駆動回路を、データラインドライバ出力回路部に備えた
液晶表示装置の概略図を示す。全体的な液晶表示装置の
構成は、前述の図１と同様である。ＴＦＴ基板８０１と
共通基板８０２との間には液晶が充填されており、ＴＦ
Ｔ基板８０１と共通基板８０２とが重なり合う部分が表
示エリア（表示部）になる。共通基板８０２は、共通電
極を有する。ＴＦＴ基板８０１上には、表示エリアのＴ
ＦＴと共に、スキャンラインドライバ回路部８０３及び
データラインドライバ出力回路部８０４が形成される。
データラインドライバ出力回路部８０４には、データラ
インドライバＴＡＢ１～ＴＡＢ４が接続される。データ
ラインへのデータの供給方法は、第１～第３の実施形態
と同じであり、良好な表示品質の液晶表示装置を実現す
ることができる。
【００５８】以上、説明したように、第１～第３の実施
形態は、データラインドライバを用いてひとつの出力端
子で複数のデータラインに供給するブロック順次方式の
駆動回路において、隣接するデータラインには正負反対
極性のデータ電圧を供給し、フリッカを低減して良好な
表示品質を実現するものである。また、表示領域全体に
分散したブロック構成のブロック順次駆動方式を採用す
ることで、配線クロストークによるゴーストの削減、お
よびブロック毎のムラなどの低減も効果としてあげられ
る。
【００５９】なお、上記実施形態は、何れも本発明を実
施するにあたっての具体化のほんの一例を示したものに
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過ぎず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に
解釈されてはならないものである。すなわち、本発明は
その技術思想、またはその主要な特徴から逸脱すること
なく、様々な形で実施することができる。
【００６０】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、ド
ライバ出力ラインとデータラインとの間の配線の交差部
の数が減少するので、液晶表示パネル作成工程の歩留ま
りが向上し、配線クロストークによるゴーストが緩和さ
れ、より高品質の表示を得ることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】液晶表示装置の構成概略図である。
【図２】従来のブロック順次駆動方式の配列構成図であ
る。
【図３】本発明の第１の実施形態によるブロック順次駆
動方式の駆動回路の構成図である。
【図４】本発明の第２の実施形態による駆動回路の構成
図である。
【図５】図４の駆動回路の入出力を示す図である
【図６】本発明の第３の実施形態による駆動回路の構成
図である。
【図７】図７（Ａ）～（Ｄ）は、図６の駆動回路の入出
力を示す図である。
【図８】本発明の実施形態による駆動回路を用いた液晶
表示装置の概略図である。
【符号の説明】 *
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*１０１  信号源
１１０  制御回路
１１１，１１３，１１４，１３１  コネクタ
１１２  コントローラ
１１５  ＲＯＭ
１１６  電源回路
１１７  スイッチ
Ａ１２１，Ａ１２２  データ線
Ａ１２３  制御信号線
１３０  基板
１３２  基準電源
１５０  液晶表示パネル
１５１  ＴＦＴ
１５２  液晶容量
１５３  スキャンラインドライバ
２００，３００  データラインドライバ
８０１  ＴＦＴ基板
８０２  共通基板
８０３  スキャンラインドライバ回路部
８０４  データラインドライバ出力回路部
ＴＡＢ  データラインドライバ
ＯＵＴ  ドライバ出力ライン
Ｄ  データライン
Ｓ  スイッチ
ＢＬ  ブロック選択信号線
Ｖ  データバス

【図１】
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【図２】

【図３】
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【図５】
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